
 
 

令和４年度～令和６年度：北海道教育委員会 

１ 
・ 専門高校等と産業界、地方公共団体が一体となって最先端の職業人材育成システムを構築 

・ 専門高校等の職業人材育成に係る教育課程等の改善に資する実証的資料を得るための研

究開発 

・ 指定校に「マイスター・ハイスクールＣＥＯ」と「産業実務家教員」を学校外から配置 

 

 

 

 

 
(1) テーマ 

地域の未来を創るマリン・イノベーターの育成～IT導入による持続可能な地域社会の創造～ 

(2) 事業の目的 

水産分野の産業構造が変化し、仕事の内容の革新が求められる中、カキやアサリ、コンブ

などの水産業を基幹産業とする厚岸町において、ＩＴ技術を活用したスマート水産業の実践

を通して、地域の資源管理型漁業の推進に寄与するとともに、デジタル人材の育成をはじ

めとした地域産業の持続的な成長を牽引する最先端の職業人を育成する 

(3) 主な取組及び連携先 

取組 
ア 水産資源の 

持続化に向けた取組 

イ 漁家経営の 

持続化に向けた取組 

ウ 地域産業の 

持続化に向けた取組 

内 

容 

▶ スマート機器を用いた

海洋環境測定データを

デジタル化（見える化） 

▶ 関係者と協働して各

種データの活用促進（カ

キの成熟予測）  

▶ ドローンの有効活用に

ついて実践研究（ホタテ

の漁場資源量マップ作

成）  

▶ 空撮映像を活用して

漁労実習等の充実（実習

教材化）など 

▶ 地域の水産物を活用

したレシピ等の開発（「カ

キンパ」の全道発信） 

▶ 未利用、低利用魚によ

る新商品の開発・販売

（「あめかま」ふるさと納

税返礼品化） 

連 

携 

先 

（管内）厚岸漁業協同組

合、厚岸町カキ種苗セン

ター、釧路地方水産技術

普及指導所、釧路水産試

験場等 

（道内）公立はこだて未

来大学 

（管内）厚岸漁業協同組

合、釧路水産試験場、厚

岸観光協会等 

（道内）株式会社大歩 

（道外）東京海洋大学、ソ

フトバンク株式会社 

 

（管内）有限会社野呂田

商店、厚岸漁業協同組

合、厚岸味覚ターミナル

「コンキリエ」等 

（道内）国分北海道株式

会社、生活協同組合コー

プさっぽろ、釧路短期大

学、札幌テレビ放送株式

会社、エアウォーター・ラ

ボアンドフーズ株式会社 

 
 
 
 
 
 
 

★マイスター・ハイスクールＣＥＯ：高等教育機関や産業界と連携して、取組を総括 

★産業実務家教員：最先端の技術・知識等を生徒に指導 

【漁業者とドローンによる海底調査】 【地元企業と協働でかまぼこの製造】 【カキの産卵予測について専門家に相談】 

文部科学省「マイスター・ハイスクール事業」（厚岸翔洋高校） 

１ マイスター・ハイスクール事業について 

２ 厚岸翔洋高校における主な取組 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業３年間で構築した地域との連携による学び 

厚岸翔洋高校の取組の流れ 

①CEO や産業実務家教員から課題の“種”を得る 

 

 

 

 

②生徒と担当教員等で何ができるか試行錯誤 

③結果を漁業者や企業に報告・意見交換 

④現場の視点で新たな課題が浮かび上がる 

⑤産業界と協働した取組を展開 

⑥結果を町内の観光施設等や各種大会で発信 

探究活動の充実 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ ・ 表 現 

現場の声 

課題の焦点化 

再設定 

繰り返し 

３年間を貫く課題の設定 

「厚岸」の地理的環境では、 

・町内、周辺で連携可能な事業所は少ない 

・多くの外部講師の招聘
へい

が難しい 

ア 水産資源の持続化 イ 漁家経営の持続化 

ウ 地域産業の持続化 

海洋観測機器に

ついての学び 

分析、提案 

漁業者や漁協

等と意見交換 

無駄のない漁獲の 

ために、カキの産卵日 

が予測できたら 
作成・提案 

効率的なホタテ漁の 

ために、生息域のマッ 

プ化ができたら 

漁業者や漁協

等と意見交換 
ドローンについて

の学び 

未利用・低利用魚

についての学び 

３年間に渡る試作

地域の方々に試

食していただく 

味や形状について 

評価、指導を受ける 

繰り返し 

事業成果の発信（まとめ・表現） 

○ 町内の観光施設等にスマート TV を設置 

 ・ カキ成熟予測、ホタテ漁場資源量マップ等の発信 

○ 「あめかま」ふるさと納税返礼品化で全国 PR 

○ メディアやスーパーとのコラボ 

 ・ STV やコープさっぽろによる地域特産物の PR 

○ 北海道高等学校水産クラブ研究発表大会優良賞 

 ・ 「スマート水産業への取組」 

○ NoMaps 釧路・根室 2024 最優秀賞 

 ・ 「水産業の DX 化に挑戦」 

CEO 関連企業 

産業 

実務家 

教員 

双方向で連続的な関わり 

○ 実施前における地域との連携 

一方通行又はイベント的で非連続的な関わり 

繰り返し 繰り返し 

３ マイスター・ハイスクール事業実施前と実施後の取組の変化 



 
 

(1) 成果発表会 

・ 各課題の代表生徒による取組の紹介や事業による気付きや学び、変容について発表 

・ 生徒と地域・産業界の代表によるパネルディスカッションを行い、事業の振り返りと生 

徒自身及び厚岸町の将来について意見交換 

 

発言者 内容（振り返りや今後について） 

生 徒 
様々な方々からのアドバイスを受け、漁に役立てるデータを得ることがで

きた。 

漁 協 若い漁業者と高校生の相乗効果で、１０年かかるものが３年でできた。 

生 徒 
漁業者が使える段階まで持っていくことを考えることがモチベーションに

なった。 

企 業 
高校生の技術の習熟は早かった。小学生や中学生にも、意義や楽しさを伝

えてほしい。 

生 徒 
地域特産物の活用では、先輩方の思いなども引き継ぎながら取り組むこ

とができた。 

生 徒 
在学中の３年の間に、ふるさと納税返礼品によって町に貢献できてよかっ

た。 

地 域 
「あめかま」やスマート水産業の成果は、地域と共に時間をかけて歩んでき

た賜物。 

生 徒 
水産業の ICT 化は、経験値と技術の掛け合わせによって、地域の理解が

進むと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 参加者からのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

・ 様々なアイデアを実現させるための試行錯誤の過程が大変参考になった。 

・ 生徒達の変容が伝わり、大変頼もしく感じました。得られたノウハウは、是非、共有 

させていただきたい。 

・ 分析したデータの地域への還元、漁業者の意識改革など、地域と結び付く取組を 

継続して実施してほしい。 

【各課題の代表による発表の様子】 【パネルディスカッションの様子】 

４ マイスター・ハイスクール事業の成果 



(2) 定量的目標の評価結果（生徒アンケートによる） 

・ 特に「地域課題を発見し、解決に向け多面的に考え行動できた生徒」や、「様々な産業人

との交流を通し自身の進路を考えることができた生徒」の値が大きく増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 (３) 定性的目標の評価結果（生徒アンケートによる） 

・ 特に社会人・職業人としての基礎となる「知識・技術」や、「コミュニケーション力」の値 

が大きく増加 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

(４) 今後の取組・実践における課題と見通し （○：見通し ●：課題） 

取組 
ア 水産資源の 

持続化に向けた取組 

イ 漁家経営の 

持続化に向けた取組 

ウ 地域産業の 

持続化に向けた取組 

内 
 

 
 

容 
○ 「LL マリン」※を導入し、教育課程による探究活動を充実 

○ 「コミュニティ・スクール」の導入により、将来の地域を担う人材を育成する

体制を構築 

○ 成果の発信について、事業で確立された方法の継続を検討 

○ 厚岸漁業協同組合、漁業者、厚岸町などと引き

続き、「意見交換」等によって連携し、IT 導入に

よって、カキ漁やホタテ漁などについての効率

化、最適化について検討を行い、資源管理型漁

業を推進 

○ スマート水産業については、公立はこだて未来

大学、ドローンについては、株式会社大歩等に、

引き続き「学び」について支援を依頼 

○ 厚岸漁業協同組合、

厚岸味覚ターミナル

「コンキリエ」、国分北

海道株式会社などと

引き続き、未利用魚・

低利用魚、地域の特産

物について、商品開発

やふるさと納税返礼

品などによって、地域

の魅力を全道・全国に

発信するための連携

体制、「意見交換」、

「学び」を継続、学校と

地域の連携を深化 

● 現在使用している観

測機器には、通信費や

校正費が必要 

○ 今後は水温に絞った

機器の導入も検討（通

信費、校正費なし） 

○ 購入済みのドローン

を使用 

● ドローンが故障した

場合、修繕費や購入費

が必要 

※ 「LL マリン」：マイスター・ハイスクール事業に関する内容が学習できる学校設定科目 

肯
定
的
な
評
価
を
し
た
生
徒
の
割
合 

愛着 IT・ICT 地域 課題 就職 資格 進路 

肯
定
的
な
評
価
を
し
た
生
徒
の
割
合 

地域に魅力を感じ 

愛着を持った 

生徒の割合 

地域課題を発見し 

解決に向け多面的に 

考え行動できた生徒

の割合 

将来、地域のために

貢献したいと考え 

行動できた 

生徒の割合 

様々な産業人との 

交流を通し 

自身の進路を 

考えることができた

生徒の割合 

希望進路に関連

した資格取得に 

取り組んだ 

生徒の割合 

ＩＴやＩＣＴの 

役割を理解し 

活用できる 

生徒の割合 

卒業後、学んだこと

を活用して地域の 

企業に就職したいと 

考えた割合 

生徒の割合 

知識・技術 コミュニケー 

ション力 

協働する力 自己管理力 思いやり 思考力 道徳力 自己肯定感 

 令和４年度入学生（現３年生） 
令和４年度事業開始当初と令和６年度事業終了直前の比較 

 令和４年度入学生（現３年生） 
令和４年度事業開始当初と令和６年度事業終了直前の比較 

 令和４年度始    令和６年度末 

 令和４年度始    令和６年度末 


